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北条高校生　春期オーストラリア研修報告 問合先／人口増政策課☎42-8700　fax43-1800
　　　　jinko@city.kasai.lg.jp

　高校１年生で参加したタイの国際交流に加えて、春期オーストラリア研修
に参加することで、英語力を向上させることはもちろん、各国の文化の違い
を肌で感じたいという思いがありました。初めは緊張して自分から話すこと
もできず硬くなっていましたが、日がたつにつれてホストファミリーにな
じんでいき、冗談も言えるようになりました。現地の学校ではプレゼンテ
ーションを行うなど、伝える難しさを感じながらも、達成感を味わいました。
休憩時間などにしゃべりかけることがなかなかできず、悔しい思いもしまし
たが、徐々に身ぶり手ぶりを交えて話せるようになり、さらに英語で自由に
話せるようになりたいと思うようになりました。海外で長期間暮らすことは
毎日が新鮮で、本当に素晴らしい経験になったと思います。

岡本理子（2 年生）さんの報告
　オーストラリア研修としては２回目の参加で、ホストファミリーも前
回と同じ方ということもあり、充実した３週間を送ることができました。
一番大変だったことは、聞き取りです。初めはコミュニケーションが取
れず、悔しい思いをしました。その結果、日本に帰国したい、英語を使
う仕事に就く夢も諦めようとまで思うようになりました。しかしホスト
ファミリーや現地の学校のクラスメートのおかげで、つらい状況を乗り
越えることができました。この経験を通して英語でスムーズにコミュニケーションがとれるようになりたいと強く思
いました。そして前回より日本の文化の素晴らしさを強く感じ、年齢を問わず日本に憧れている方が多くおられたこ
ともあり、さらに日本の歴史や文化について詳しく学びたいと思いました。この研修での楽しかったこと、苦しかっ
たこと、すべてが私の一生の思い出です。この体験を今後の自分の人生へ必ず生かしていきたいと思います。

　北条高校活性化協議会は、北条高校の国際交流事業を支援しています。このたび、北条高校生 2 名が西オーストラ
リア州の高校に３月９日から 4 月 1 日の約３週間留学しましたのでご報告をします。

▲スワン・クリスチャン・カレッジにて

大西葉月（2 年生）さんの報告 

　梅雨の時期は、大雨や集中豪雨による被害が全国
各地で発生しています。大雨や集中豪雨はある程度
事前に予測することができます。
　日頃から一人ひとりが災害を想定し、右囲部分の
事に心がけ、いざというときに備えましょう。

①日頃から気象情報に注意する
②側溝などの落ち葉やゴミは取り除いて排水をよくする
③大雨時にむやみに外出しない
④停電に備え懐中電灯、ラジオ、予備の乾電池を用意する
⑤飲料水、緊急食品を備蓄する
⑥地域で協力し、浸水しやすい土地では土のうを用意する
⑦家族で避難場所や避難方法について話し合う

梅雨の大雨災害に備えましょう 問合先／危機管理課☎42-8751  fax43-1800 
　　　　bosai@city.kasai.lg.jp

●かさい防災ネットに登録を
　「かさい防災ネット」に登録していると、避
難勧告や避難所などの防災情報が携帯電話のメ
ールへ自動配信され、いち早く情報を得ること
ができます。携帯電話でＱＲコードまたはアドレス（http://
bosai.net/kasai）から登録してください。また、テレビ（Ｎ
ＨＫ神戸放送局、サンテレビジョン）の「ｄ（データ放送）」
から防災情報を得ることもできます。

●防災・減災に役立つ「CG ハザードマップ」
　兵庫県では、防災・減災に役立つ情報である「CG
ハザードマップ」をホームページで配信しています
ので、大雨等に備えて一度ご確認ください。「CG
ハザードマップ」では、５つの自然災害（洪水、土
砂災害、津波、高潮、ため池災害）の浸水エリアや
危険箇所、避難情報に加え、災害から身を守るため
の方法を学んだり、地域の防災マップの作成が可能
です。災害時により的確な行動を取って自分の身を
守れるよう、日ごろからチェックしておきましょう。
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●病院目標
　今年度は、『新しい加西病院に生まれ変わる第一歩を
踏み出そう！』と定めました。昨年度本院はこれまでの
急性期医療主体の病院から、回復期医療を含めた「地域
多機能型病院」へと大きく転換しました。その根底には、
国全体の医療制度が大きな変革期に入ったこと、近隣に
統合病院が相次いで開設されて、本院に求められる医療
ニーズが大きく変化してきていることがあります。
　本院で可能な急性期医療を維持することで「地元で対応
可能な医療は地元で受けたい」という市民の要望に応える
と共に、近隣の高度急性期病院や地域の診療所・介護施設
などと連携して地域包括ケアシステムを支えることのでき
る病院への転換が目標です。今後はさらに改革を進めて、
住民に必要とされる病院に生まれ変わる所存です。
　また、耐震診断で病院本体の建て替えが必要とされて
いますので、長中期的な病院構想を検討しながら、具体
的な建て替え計画を早急に練り始める必要があります。
どのような病院が加西市に必要か、市民の方々からのご
意見も積極的にお届けください。

●診療体制
　４月から常勤の神経内科医が不在となったことで、脳血管
障害などの専門的な診療が必要な患者さんに対応することが
困難となり、多大なご迷惑をお掛けしています。外来診療に
ついては非常勤医師によって継続されていますので、掛かり
つけの先生から予約を取っていただければ診療可能です。
　一方で、この数年間減少傾向が続いていた勤務医師数
が下げ止まって、全体として診療体制を維持しやすくな

加西病院のコーナー　                        ホームページ http://www.hospital.kasai.hyogo.jp

平成30年度の病院体制 っています。消化器内科医が３人に増えたことで緊急対
応が以前のように２４時間可能となったこと、泌尿器科
医が２人に増えたことで多くの手術が本院で可能となっ
たこと、産婦人科医の３人体制が維持できていることな
どが挙げられます。

●地域からの声を受けての病院改革
　特に声の多かった「救急医療」に関しては、専門外な
どを理由としたお断り件数をできるだけ減らす努力をし
ています。当直医は一人ないし二人ですので、病状によ
っては専門外の当直医が対応するしかないことも想定さ
れます。その場合でも、高度な医療は難しいという限界
を受け入れてくだされば、一医師として可能な範囲での
初期対応をするように呼びかけています。必要に応じて
応援医師の協力を求めて対応しますが、病状によっては
高度急性期病院への転送となることをご理解ください。
　また、これまで土・日曜の退院を控えていただくよう
にお願いしてきましたが、お迎えに来られるご家族の都
合で週末の退院を希望される方が増えてきていますので、
この退院制限を撤廃しました。土・日曜を含めて、退院
日は病棟課長とご相談ください。
　地域で必要とされる病院に変革
していくために、内外からのご意
見やアドバイスを受けて、ひとつ
ひとつ改革を進めていく所存です
ので、積極的にお声を病院まで届
けていただけましたら幸いです。

●主な内容
催し：医師の講演（先着 32 名様に粗品進呈）、コンサート、抽選会、子供向けイベントなど
医療・介護相談：研修医ふれあい（健康チェック結果説明等）、人間ドック受付、
地域連携専門職による介護相談・指導、介護用品の展示など
健康チェック：血圧、血糖、体脂肪、ヘモグロビン量、動脈硬化度、骨密度、
頸動脈エコー、ロコモチェック、認知度チェックなど　
※動脈硬化度、骨密度、頸動脈エコーは有料（各 500 円）です。３つ受けられる場合は、お得なセット料金（1,000 円）になります。
体験コーナー：心肺蘇生法、医療者制服着用体験、腹腔鏡手術模擬体験、感染防止手洗い法、電気メス体験、お菓子で

「薬」づくりなど

第15回加西病院ホスピタルフェア
　「地域医療を支えます　知って下さい　見て下さい」をテーマに、市民の皆さ
まと病院職員がふれあい、加西病院を体感することができるホスピタルフェアを
開催します。

●日時・場所　7 月 7 日（土）9:00 ～ 12:00　市立加西病院

昨年のホスピタルフェアの様子

問合先／加西病院フェア実行委員会☎42-2200
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（病院事業管理者兼院長　北嶋直人）


